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『

翅
特
集
３

員
や
農
地
委
員
の
氏
名
の
一
覧
表
、
お
よ
び
本
文
の
叙
述
の
基
礎
と

な
っ
た
都
道
府
県
別
の
統
計
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
③
の

表
の
み
採
録
し
た
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
府
県
ご
と
の
部
落
民
の
数
で
あ

る
。
一
九
三
五
年
に
中
央
融
和
事
業
協
会
が
ま
と
め
た
『
全
国
部
落

調
査
』
と
比
較
す
る
と
、
ま
っ
た
く
同
数
な
の
は
福
島
県
な
ど
一
○

県
に
す
ぎ
ず
、
減
少
し
て
い
る
の
が
東
京
都
な
ど
（
二
県
、
逆
に
千

葉
県
な
ど
一
九
県
で
増
加
し
て
お
り
、
か
な
り
大
幅
な
数
値
の
違
い

も
み
ら
れ
る
。

表
に
付
さ
れ
た
注
（
３
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
三
月
段
階
の

厚
生
省
の
提
出
し
た
統
計
に
依
拠
し
て
い
ろ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の

根
拠
は
不
明
だ
が
、
当
時
厚
生
省
が
な
ん
ら
か
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
・

つ
な
お
パ
ッ
シ
ン
は
同
時
期
、
農
地
改
革
前
後
の
農
村
の
変
化
を
明

握
ら
か
に
す
る
天
然
資
源
局
と
民
間
情
報
教
育
局
の
共
同
調
査
に
参
加

州し、その報告書は倉】昌目のｍのぐ】］］四鴨旨日日目、昼・ロ圏（『推
離
移
し
つ
つ
あ
る
曰
本
の
農
村
』
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
・
そ
こ
に

識
は
北
海
道
か
ら
熊
本
県
ま
で
一
一
一
一
カ
所
の
農
村
の
実
態
調
査
が
報
告

の
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
六
力
村
は
被
差
別
部
落
を
含
ん
で
お

蝿り、次のような総括的な」記述がある・
後戦

2３ 

当
時
、
総
司
令
部
の
各
部
局
は
、
全
国
の
被
差
別
部
落
の
数
や
差

別
の
実
態
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

か
っ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
総
司
令
部
の
一
員
と
し

て
来
日
す
る
ま
で
に
部
落
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ
て
い
た
人
は

少
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
聞
き
と
り
を
し
た
限
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
日
本
に
来
て
後
に
部
落
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
な
る

（
前
掲
『
現
代
史
の
な
か
の
部
落
問
題
』
。

ま
た
『
部
落
解
放
研
究
』
第
六
○
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
戦
時

中
す
で
に
国
務
省
が
部
落
問
題
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た

り
、
陸
軍
省
が
民
事
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
部
落
問
題
に
ふ
れ
て
は

い
た
が
、
十
分
な
情
報
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
民
間
情
報
教
育
局
の
調
査
・
分
析
課
に
い
た

ハ
ー
パ
ー
ト
・
パ
ッ
シ
ン
は
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
「
公

職
に
お
け
る
部
落
民
」
と
題
す
る
三
つ
の
報
告
書
を
作
成
し
た
。

後
掲
の
資
料
の
う
ち
①
②
と
④
は
、
こ
の
三
つ
の
報
告
書
の
草
稿

で
、
パ
ッ
シ
ソ
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。
③
は
②
の
成
文
と
思
わ
れ
る

い
く
ら
か
の
隔
離
は
な
お
続
い
て
い
る

戦
後
部
落
の
差
別
実
態
の
把
握
に
つ
い
て

が
、
民
事
局
関
係
の
資
料
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
の
が
み
つ
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
を
翻
訳
し
た
。

調
査
の
問
題
意
識
は
、
様
々
な
公
職
、
た
と
え
ば
国
・
府
県
・
市

町
村
の
議
会
、
府
県
・
市
町
村
の
農
地
委
員
、
町
村
長
に
選
ば
れ
た

部
落
民
の
数
を
調
べ
、
そ
の
比
率
が
部
落
民
の
人
口
比
と
同
様
の
比

率
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
部
落
民
の
政
治

的
・
社
会
的
進
出
の
程
度
を
数
的
に
つ
か
も
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
調
査
に
解
放
委
員
会
も
協
力
し
て
い
る
。

結
論
的
に
い
え
ば
、
ど
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
部
落
民
は
十
分
そ

の
数
に
見
合
う
だ
け
の
代
表
を
送
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
同
時
に
報
告
者
は
、
部
落
民
が
組
織
的
な
選
挙
活
動
に
よ
っ
て

一
つ
の
政
治
勢
力
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
や
、
特
定
の
地
域
で

は
人
□
比
に
占
め
る
割
合
以
上
に
多
く
の
代
表
を
送
り
出
し
て
い
る

事
実
を
指
摘
し
、
敵
意
と
偏
見
に
満
ち
た
社
会
に
あ
っ
て
意
義
深
い

と
も
指
摘
し
て
い
る
。

本
文
に
も
あ
る
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
に
は
各
級
議
会
の
議

曰
本
の
中
・
南
部
の
多
く
の
村
々
で
は
部
落
民
（
岳
の
同
冒
己
の
。
‐

巳
の
）
が
住
み
、
幾
分
隔
離
さ
れ
た
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
日
本
に
は

少
な
く
と
も
一
○
○
万
人
お
り
、
そ
の
数
の
半
分
は
農
村
の
地
域
に

い
る
。
す
な
わ
ち
、
曰
本
の
農
村
に
お
い
て
は
、
八
○
家
族
の
う
ち

一
な
い
し
そ
れ
以
上
が
部
落
民
の
家
族
と
な
る
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど

が
隔
離
さ
れ
た
部
落
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
よ
く
使
わ
れ
る
遠
回
し

の
言
い
方
「
特
殊
部
落
」
が
生
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
動
物
の
屠

殺
、
皮
革
業
、
か
ご
作
り
ま
た
は
下
駄
や
ぞ
う
り
作
り
と
い
っ
た
、

伝
統
的
な
卑
し
い
（
と
さ
れ
る
）
仕
事
に
ず
っ
と
つ
い
て
い
ろ
。
恐

ら
く
彼
ら
は
法
的
に
は
ん
大
政
官
布
告
に
よ
っ
て
一
八
七
一
年
に
解

放
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
そ
の
経
済
的
に
低
い
地
位
や
特
別
な
職
業

は
、
特
に
人
間
関
係
や
宗
教
的
参
加
に
お
け
る
社
会
的
束
縛
を
伴
っ

て
き
て
い
る
。
以
前
よ
り
は
一
層
普
通
の
こ
と
と
し
て
最
近
で
は
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
た
と
え
部
落
民
が
経
済
的
、
政
治
的
に
高

い
地
位
を
享
受
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
が
一
般
地
域
の
者
と
結
婚
す

る
こ
と
は
、
厳
格
に
タ
ブ
ー
と
さ
れ
続
け
て
い
ろ
。

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
反
差
別
国
際
運
動
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
事
務

局
の
鈴
木
恵
美
子
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。

本
文
中
（
）
は
原
資
料
の
注
ま
た
は
訳
語
の
英
語
原
文
を
、
〔
〕

は
訳
者
の
補
注
を
、
ま
だ
〈
〉
は
原
資
料
に
み
ら
れ
る
手
書
き
の

挿
入
、
八
Ｖ
は
原
資
料
に
み
ら
れ
る
抹
消
・
削
除
を
示
す
。
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2４ 

２５戦後部落の差別実態の把握について

①
公
職
に
お
け
る
部
落
民
（
草
稿
）

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

民
間
情
報
教
育
局

調
査
・
分
析
課

調
査
班

一
九
四
七
年
八
月
一
一
日

記
録

局
内
覚
書
宛
先
調
査
・
分
析
課
長

発
信
世
論
・
社
会
調
査
班
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ

主
題
公
職
に
お
け
る
部
落
民

本
年
四
月
に
全
国
で
行
な
わ
れ
た
各
種
選
挙
は
、
部
落
民
（
岳
①

害
）
ま
た
は
部
落
（
の
ど
の
畠
］
Ｓ
日
日
三
口
）
に
か
つ
て
な
い
ほ

ど
多
数
の
政
治
的
代
表
を
議
会
に
送
り
出
す
好
機
を
与
え
た
。
ほ
と

ん
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
の
候
補
者
を
選
ぶ
た
め
に
部
落

民
に
よ
る
組
織
的
な
運
動
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら

の
政
治
的
活
動
は
激
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
集
団
的
意
識

も
非
常
に
高
い
。
そ
の
結
果
、
相
当
な
数
に
の
ぼ
る
部
落
出
身
者
が

選
ば
れ
た
ｐ
彼
ら
の
身
分
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
少
な
く
と
も
部
落

民
同
士
で
は
地
域
内
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
部
落
民
以
外
の
人
々
に

よ
っ
て
そ
の
出
身
を
あ
ば
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
っ
た
９

次
に
示
す
数
字
は
、
部
落
出
身
者
と
認
識
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
を

２
、
国
会
〔
衆
議
院
〕

衆
議
院
に
は
七
名
が
当
選
し
た
。
う
ち
六
名
が
曰
本
社
会
党
で
、

一
名
が
日
本
民
主
党
で
あ
る
。
〔
当
選
し
た
議
員
の
う
ち
〕
四
名
は

福
岡
県
出
身
で
、
千
葉
、
群
馬
、
静
岡
、
和
歌
山
、
熊
本
の
各
県
出

身
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
あ
る
。

３
、
府
県
議
会

二
七
名
の
部
落
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
県
議
会
の
議
席
を
獲
得
し
た
。

政
党
の
内
訳
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

無
所
属
一
二

日
本
社
会
党
二

民
主
党

．一一‐

自
由
党

国
民
協
同
党
一

合
計
二
七

選
出
県
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

福
岡
五

奈
良

埼
玉

岡
山

愛
媛

三
童

和
歌
山

四五五

算
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
う
ま
く
選
挙
戦
を
く

ぐ
り
ぬ
け
た
た
め
に
出
身
を
気
付
か
れ
な
か
っ
た
人
々
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
・
こ
こ
に
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
参
議
院
、
国
会
〔
衆

議
院
只
府
県
議
会
、
お
よ
び
府
県
農
地
委
員
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
・
市
町
村
長
お
よ
び
市
町
村
議
会
、
村
農
地
委
員
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。
部
落
民
の
同
化
（
四
重
目
｝
呂
・
目
）
や
、

地
元
の
差
別
、
地
域
関
係
と
い
っ
た
問
題
に
関
し
て
は
、
国
家
ま
た

は
県
レ
ベ
ル
で
起
こ
る
事
柄
よ
り
、
下
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
る
政
治
的

な
現
象
の
ほ
う
が
場
合
に
よ
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。

部
落
民
は
ま
だ
十
分
そ
の
数
に
見
合
う
だ
け
の
代
表
を
日
本
の
議

会
で
獲
得
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
集
団
が
浮
上

し
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
住
民
全
体
の
な
か
に
あ
る
敵
意
と
偏
見
に

満
ち
た
差
別
感
情
の
減
退
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

１
、
＊
参
議
院

二
名
の
部
落
出
身
者
が
参
議
院
に
当
選
し
た
。
そ
の
ひ
と
り
は
、

全
国
で
第
四
位
の
得
票
数
で
当
選
し
た
松
本
治
一
郎
で
あ
る
。
松
本

は
参
議
院
副
議
長
で
あ
る
。
一
一
名
と
も
福
岡
県
出
身
の
曰
本
社
会
党

員
で
あ
る
。＊
こ
れ
ら
の
項
に
含
ま
れ
る
情
報
は
、
付
録
の
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
松
本
治
一
郎
が
委
員
長
で
あ
る

部
落
解
放
委
員
会
に
よ
っ
て
民
間
情
報
教
育
局
に
提
供
さ
れ

た
。

一
六
ロ
セ
カ
〕

②
公
職
に
お
け
る
部
落
民
２
（
草
稿
）

民
間
情
報
教
育
局

調
査
・
分
析
課

調
査
班

一
九
四
八
年
一
月
二
六
日

調
査
覚
書

二
七

４
、
全
国
で
一
六
名
ロ
セ
ヵ
〕
の
部
落
民
が
、
下
記
の
各
県
で
府

県
農
地
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

和
歌
山

四

埼
玉

．
一
一
一

奈
良

一一一

福
岡

一一

岡
山

兵
庫

三
重

一
ロ
ー
カ
〕

京
都

徳高兵

島知庫

Ｉ 
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方
法

統
計
的
な
デ
ー
タ
は
上
に
掲
げ
た
出
所
か
ら
集
め
ら
れ
、
図
表

の
形
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
比
率
を
計
算
し
、
地
図
を
作
成
し
た
。

関
連
す
る
箇
所
は
、
我
々
の
視
察
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
・

結
論
の
要
約

部
落
民
集
団
は
地
方
農
地
委
員
会
に
代
表
を
送
っ
て
い
る
が
、

人
口
に
比
例
し
た
力
量
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

内
容
の
目
次

１
、
本
文
の
要
約

２
、
人
口
と
農
地
委
員
の
デ
ー
タ
の
表

発
信
世
論
・
社
会
調
査
係
調
査
班
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ

宛
先
調
査
・
分
析
課
長

主
題
公
職
に
お
け
る
部
落
民
報
告
２
地
方
農
地
委
員

１
、
公
職
に
お
け
る
部
落
民
に
つ
い
て
の
第
二
の
メ
モ
を
添
付
す

る
。
こ
れ
は
地
方
農
地
委
員
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
扱
っ
た
も
の
で

あ
る
。

２
、
こ
れ
は
、
民
政
局
、
天
然
資
源
局
、
経
済
科
学
局
、
公
衆
衛
生

福
祉
局
へ
お
よ
び
軍
政
部
ｖ
に
は
関
心
の
あ
る
内
容
で
あ
ろ
う
。

へ
四
八
年
二
月
一
一
六
日
配
布
〉

３
、
こ
の
形
式
は
一
九
四
七
年
八
月
二
日
付
の
我
々
の
調
査
覚
書

の
続
き
で
あ
る
。

③
公
職
に
お
け
る
部
落
民
２

民
間
情
報
教
育
局

調
査
・
分
析
課

調
査
班

一
九
四
八
年
二
月
二
○
日

覚
書
ｌ
調
査

表
題
公
職
に
お
け
る
部
落
民
報
告
２
地
方
農
地
委
員

主
題
表
題
に
同
じ

準
備
世
論
・
社
会
調
査
係
、
調
査
斑

調
査
曰
一
九
四
七
年
一
○
月
’
一
九
四
八
年
一
月

く
と
も
一
○
年
以
上
に
わ
た
る
期
間
の
、
き
わ
め
て
雑
多
な
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。
多
く
の
地
域
が
含
ま
れ
て
い
な
い

し
、
部
落
と
認
識
さ
れ
て
い
る
地
域
以
外
に
住
む
個
人
や
集
団

に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
組
織
的
な
デ
ー
タ
は
な
い
。
数
字
は

せ
い
ぜ
い
部
落
人
口
の
規
模
と
分
布
を
か
ろ
う
じ
て
示
す
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
人
の
個
人
的
な
情
報
と
、

報
告
さ
れ
て
い
な
い
集
団
、
も
と
の
出
身
部
落
外
に
住
む
個

人
、
引
揚
者
、
復
員
兵
、
疎
開
者
、
政
府
の
救
済
を
受
け
て
い

な
い
地
域
等
な
ど
に
つ
い
て
考
慮
す
れ
ば
、
厚
生
省
の
数
は
少

な
く
と
も
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
多
く
な
る
と
考
え
て
よ
い
。

４
、
我
々
の
視
察
デ
ー
タ
は
、
直
接
の
観
察
と
聞
き
取
り
に
基
づ

い
て
い
る
。

目
的
及
び
背
景

日
本
に
お
い
て
ア
ウ
ト
・
カ
ー
ス
ト
の
よ
う
に
抑
圧
さ
れ
て
い

る
集
団
で
あ
る
部
落
民
（
夢
①
同
国
）
の
社
会
的
地
位
の
評
価
の
た

め
の
デ
ー
タ
の
提
供
の
た
め

デ
ー
タ
の
出
所

１
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
、
全
国
の
部
落
か
ら
得
ら
れ
た
報
告

の
ま
と
め

２
、
内
閣
統
計
局
、
一
九
四
六
年
四
月
の
調
査

３
、
厚
生
省
、
一
九
四
六
年
三
月
の
報
告

４
、
農
林
省
、
求
め
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
地
方
農
地
委
員
の
デ

ー
タ

５
、
一
九
四
七
年
に
曰
本
全
国
の
様
々
な
地
域
調
査
で
得
た
我
が

班
の
視
察
デ
ー
タ

デ
ー
タ
の
評
価

１
、
内
閣
統
計
局
及
び
農
林
省
の
諸
統
計
は
、
質
問
の
材
料
と
し

て
は
信
頼
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
地
方
農
地
委
員
に
選
ば
れ
た
部
落
民
の
数
に
つ
い
て
の
部
落

解
放
全
国
委
員
会
の
デ
ー
タ
は
、
部
落
か
ら
の
任
意
の
報
告
に

基
づ
い
て
い
る
。
報
告
さ
れ
て
い
な
い
部
落
か
ら
の
数
は
、
入

手
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
の
デ
ー

タ
は
最
小
の
数
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
厚
生
省
の
デ
ー
タ
は
大
変
信
頼
し
が
た
い
。
そ
れ
は
、
少
な

戦
後
の
変
化
と
代
議
政
治
の
観
念
の
普
及
は
、
曰
本
の
部
落
民
②

に
政
治
的
、
社
会
的
表
現
の
た
め
の
新
し
い
機
会
を
与
え
た
・
こ
れ

は
曰
々
の
生
活
や
、
部
落
民
で
な
い
曰
本
人
と
の
交
際
の
多
く
の
局

面
で
み
る
こ
と
が
出
来
ろ
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
は
国
、
府
県
、
地

方
の
各
段
階
の
任
命
お
よ
び
選
挙
の
地
位
と
い
う
政
治
の
舞
台
に
お

い
て
最
も
著
し
く
現
わ
れ
て
い
ろ
。
こ
の
発
展
は
、
一
部
に
は
部
落

民
で
な
い
日
本
人
の
側
で
「
公
平
な
競
争
」
と
い
う
感
覚
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
に
違
い
な
く
、
彼
ら
は
以
前
よ
り
も
部

落
民
が
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
の
を
認
め
よ
う
と
い
う
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
大
部
分
は
部
落
民
の
集
団
と
し
て
の
顕
著
な
ま
と
ま
り

と
、
彼
ら
の
代
表
を
確
保
す
る
た
め
に
国
や
地
方
の
巧
み
な
指
導
者

の
も
と
に
動
員
す
る
能
力
に
よ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
全
国
で
、

部
落
で
な
い
地
域
に
お
い
て
よ
り
も
つ
と
大
き
な
政
治
的
関
心
と
行

動
力
が
、
部
落
に
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

そ
の
結
果
は
、
国
会
の
両
院
、
府
県
議
会
、
府
県
農
地
委
員
、
市

町
村
議
会
、
そ
し
て
地
方
（
市
町
村
）
農
地
委
員
に
部
落
民
が
議
席

を
占
め
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
③
。
同
様
に
、
多
く
の

村
や
町
、
よ
り
小
さ
な
行
政
単
位
に
今
や
部
落
民
の
長
が
お
り
、
曰

３
、
分
布
地
図

Ⅱ
、
地
方
農
地
委
員
山

公
職
に
お
け
る
部
落
民



2８ ２９戦後部落の差別実態の把握について

本
で
は
事
実
上
先
例
の
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
部
落

民
が
選
挙
母
体
の
多
数
又
は
少
数
で
も
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い

る
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
人
間
と
し
て
、
ま
た
そ
の
政
見
の

故
に
一
般
国
民
に
支
持
さ
れ
て
い
る
地
域
で
も
見
ら
れ
る
。

現
時
点
に
お
い
て
、
全
国
の
農
地
委
員
会
の
な
か
に
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
部
落
民
の
委
員
が
い
る
。
｜
、
一
一
三
○
人
の
部
落
出
身
の
農

地
委
員
が
日
本
の
四
六
府
県
の
う
ち
四
○
府
県
、
す
な
わ
ち
北
部
の

全
県
を
除
く
す
べ
て
て
の
府
県
で
見
出
さ
れ
る
四
・
彼
ら
は
日
本
の

六
一
六
郡
の
う
ち
一
一
九
六
郡
、
一
○
、
五
一
一
六
市
町
村
の
う
ち
七
○

九
市
町
村
に
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
郡
の
四
八
％
、
す
べ
て

の
市
町
村
の
六
・
七
％
に
部
落
出
身
の
農
地
委
員
が
い
る
。

部
落
出
身
の
農
地
委
員
は
、
日
本
の
地
方
農
地
委
員
の
合
計
二

四
、
七
一
三
人
⑤
の
う
ち
の
一
・
一
％
に
相
当
す
る
。
部
落
民
の
人

口
は
、
全
人
口
の
一
・
四
％
な
い
し
二
・
五
％
を
構
成
し
て
お
り
、

こ
れ
は
ど
ち
ら
の
人
口
推
計
を
採
用
す
る
か
に
よ
る
。
農
村
地
帯
に

住
ん
で
い
る
全
人
口
の
割
合
は
部
落
民
も
部
落
民
で
な
い
集
団
も
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
部
落
人
口
の
か
な
り
の
部
分
は
、
部
落
以
外

の
農
村
人
□
以
上
に
非
農
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
府
県
で
は
、
農
地
委
員
の
部
落
出
身
代
表
が
そ
の
府

県
の
代
表
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
記
す
る
こ
と
も
、
同
様
に
重
要
で

あ
る
。６
０
０
０
０
■
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
６
０
０
ｌ
０
Ｂ
０
Ｉ
０
０
０
０
１
０
Ｉ
０
ｌ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
Ｉ
Ｉ
０
０
０
Ｐ
０
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
０
０
０
Ｉ
０
０
９
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｑ
 

凶
と
の
報
告
で
提
示
さ
れ
て
い
る
事
実
と
数
字
は
、
主
と
し
て
部
落

フ（》◎

府
県
全
人
口
に
対
す
る

部
落
出
身
の
農
地

部
落
民
の
割
合
（
％
）

委
員
の
割
合
（
影
）

福
島

○
・
○
五

○
・
一
一

岡
山

三
・
四
一
一

四
・
○
三

山
□

｜
●
一
一
一

一
・
五
九

福
岡

一
一
・
一
ハ
一

三
・
一
七

宮
崎

○
・
一
一

○
・
五
二

埼
玉

一
・
一
ハ
一
一

一
一
・
○
三

千
葉

○
・
一
九

○
・
二
八

神
奈
川

○
・
二
七

○
・
四
五

栃
木

一
・
一
一
ハ

一
・
五
二

群
馬

一
・
五
二

一
・
一
ハ
ー
ハ

山
梨

○
・
二
五

○
・
四
六

新
潟

○
・
二
五

○
・
三
四

束
京

○
・
一
五

○
・
一
八

日
本
の
全
人
口
及
び
部
落
人
口
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
、
そ

し
て
部
落
出
身
の
農
地
委
員
と
比
較
し
た
農
地
委
員
の
合
計
は
、
付

録
Ａ
〔
次
頁
〕
に
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
部
落
人
口
の
分
布
及
び

密
度
を
示
し
た
地
図
も
付
し
た
。

④
公
職
に
お
け
る
部
落
民
３
（
草
稿
）

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

解
放
全
国
委
員
会
の
提
供
に
よ
る
氏
名
一
覧
に
基
づ
い
て
い
る
。

②
部
落
民
は
徳
川
時
代
の
ア
ウ
ト
・
カ
ー
ス
ト
集
団
の
一
つ
の
近
代

に
お
け
る
子
孫
で
あ
り
、
彼
ら
は
明
治
四
年
二
八
七
一
年
）
に

大
政
官
布
告
に
よ
っ
て
解
放
（
害
の
爲
昌
・
ロ
）
さ
れ
た
。
解
放
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
全
国
で
隔
離
さ
れ
た
地
域
の
な
か

に
住
み
続
け
、
大
な
り
小
な
り
隣
人
か
ら
の
社
会
的
な
排
斥
を
経

験
し
て
い
る
。
現
在
の
人
□
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
厚
生

省
は
定
期
の
、
時
に
は
特
別
な
人
口
調
査
に
基
づ
い
て
ほ
ぼ
一
○

○
万
人
と
見
積
っ
て
い
る
が
、
独
自
の
見
積
り
に
よ
れ
ば
三
○
○

万
人
に
の
ぼ
る
。
部
落
と
知
ら
れ
て
い
る
地
域
に
住
む
す
べ
て
の

人
を
、
部
落
か
ら
出
て
い
っ
た
部
落
出
身
者
の
見
積
ら
れ
る
数
と

と
も
に
考
慮
す
れ
ば
、
部
落
民
と
間
違
い
な
く
み
な
さ
れ
る
の

は
、
お
よ
そ
一
五
○
万
人
い
る
だ
ろ
う
。
部
落
と
知
ら
れ
て
い
る

地
域
に
お
け
る
居
住
上
の
隔
離
を
別
に
す
れ
ば
、
現
時
点
で
も
存

在
す
る
主
な
社
会
的
な
差
別
は
、
結
婚
に
お
い
て
で
あ
る
。
部
落

民
と
部
落
民
で
な
い
日
本
人
と
の
間
の
結
婚
は
、
事
実
上
不
可
能

で
あ
る
。

③
Ｃ
Ｉ
Ｅ
「
公
職
に
お
け
る
部
落
民
」
調
査
覚
書
二
九
四
七
、

八
、
｜
ご
参
照
。

側
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
そ
し
て
山
形
に
は
部
落

は
な
い
。

⑤
農
林
省
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
数
、
人
口
は
次
表
の
と
お
り
で
あ

民
間
情
報
教
育
局

調
査
・
分
析
課

調
査
覚
書
へ
特
別
報
告
ｖ

表
題
公
職
に
お
け
る
部
落
民
報
告
３

．
市
町
村
議
会

主
題
△
九
四
七
年
白
木
の
〉
市
町
村
行
政
に
お
け
る
部
落
民

の
公
職
在
職
者
数
に
関
す
る
デ
ー
タ

作
成
世
論
・
社
会
調
査
班

調
査
曰
一
九
四
八
年
一
月
九
日
１
一
九
四
八
年
七
月
一
五
曰

目
的
及
び
背
景

部
落
民
の
地
方
に
お
け
る
政
治
参
加
の
度
合
い
に
関
す
る
概
念

を
提
供
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

調
査
領
域

こ
の
報
告
の
中
で
提
示
さ
れ
た
情
報
に
は
、
市
町
村
議
会
及
び

町
村
長
職
に
お
け
る
部
落
出
身
者
の
公
職
当
選
者
数
に
関
す
る
デ

ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
ろ
。

デ
ー
タ
の
出
所

統
計
デ
ー
タ
は
日
本
政
府
の
厚
生
省
、
内
務
省
及
び
部
落
解
放

全
国
委
員
会
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。

デ
ー
タ
の
評
価

統
計
デ
ー
タ
の
評
価
の
摘
要
は
脚
注
に
示
し
た
。

概
要



多
く
の
部
落
民
が
市
町
村
行
政
に
お
い
て
公
職
を
得
て
い
る
。
多

数
の
事
例
に
よ
れ
ば
（
部
落
民
か
ら
の
代
表
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
人
口

に
占
め
る
部
落
民
の
推
定
最
大
数
と
比
例
す
る
。

一
九
四
七
年
四
月
の
選
挙
で
は
、
国
会
・
府
県
議
会
・
地
方
行
政

〔
議
会
〕
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
多
数
の
部
落
民
田
が
当
選
し
た
②
。

伝
統
的
に
ロ
ウ
ｐ
カ
ー
ス
ト
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
そ
の
伝
統
的
身
分

故
に
現
在
で
も
な
お
社
会
的
制
約
を
受
け
て
い
る
集
団
の
構
成
員

が
、
公
職
に
当
選
す
る
と
い
う
現
象
、
こ
れ
は
日
本
の
政
治
史
に
先

例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
会
で
の
ご
く
わ
ず
か
な
代
表
者
は
、
各

候
補
の
個
人
的
資
質
に
対
し
て
敬
意
を
払
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
〈
村
議
会
の
よ
う
な
ｖ
低
い
レ
ベ
ル
で
の
代
表
者
は
、
『

部
落
民
（
号
①
の
己
の
ｏ
旨
］
宮
司
・
曾
己
８
℃
］
の
）
が
地
方
行
政
に
実
際
に

脈
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
目
印
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
に
違
い
な

ゃ
い
。
▲
沁

握
町
村
議
会
〆

把
ｌ

轍
｜
加
肱
川
州
窪
単
一
距
濡
洲
鰍
鋼
一
℃
壷

識
入
の
部
落
出
身
の
議
員
が
い
る
。
部
落
民
は
全
体
の
人
口
の
一
・
四

》Ⅲ副畦叩紺紳郎に、・紬鮴創鮎心伽舗伯孕丘川畑川Ⅲ＃梛雌
戦
す
る
に
過
ぎ
な
い
⑤
。
一
五
の
都
道
府
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
人

別
ロ
に
対
す
る
割
合
よ
り
、
総
議
員
数
に
対
す
る
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落
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全
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九
二
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落
出
身
議
員
を
含
む
県
一
五
三
、
五
四
四
一
・
四
一
一
一

町
村
長

部
落
出
身
の
町
村
長
は
、
二
五
府
県
で
五
五
名
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
町
村
長
の
総
数
か
ら
す
れ
ば
比
較
的
少
な
い
割
合
を
占
め
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
過
去
に
お
い
て
町
村
長
職
と
い
う
も
の

が
地
域
社
会
の
中
で
高
い
地
位
と
名
声
を
持
っ
た
一
族
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
伝
統
的
に
守
ら
れ
て
い
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
数
字

は
意
義
深
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
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○
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落
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県
五
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八
九
五
》
○
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市
議
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議
員
；
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本
の
一
二
七
市
の
う
ち
六
一
一
一
市
の
地
方
議
会
で
一
四
五
名
の
部

落
出
身
者
が
い
る
。
市
議
会
議
員
中
の
部
落
民
代
表
者
は
、
ほ
ぼ
国

の
総
人
□
に
占
め
る
部
落
民
の
推
定
最
大
数
に
比
例
す
る
。

趨
州
幽
刺

「
】
【
【
】

幽
岨
繩
棚
珊
川
棚
所
醐
剛
別
剛
断
蝋
班
獅

翅
蹴
川
糀
馴
剛
弧
乖

、
】
【
】
【
】
□
、
】

０
３
１
０
４
 

『
】
４
Ⅲ３
６
８
８
 

Ｕ
勺
上
Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
３
ｑ
Ｕ
ィ
上
Ｒ
ｕ
田
沼

ｒ
Ｊ
■
、
プ
ｍ
３
ｐ
Ｊ
テ
ー
【
０
ｍ
凸
ｎ
Ｕ

３
４
６
 

曲
肌
馴
汕
卿
Ｍ
Ｍ
川
醐
刑
呵

｢１ 

L」

錘
畑
剛
幽
蜥
恕

囚
弱
蛆
卯
弱
弘
一
配

８
０
 

Ｊ
８
６
 

3)厚生省、1946年３月1)内閣統計局、1946年４月人口調査(2)農林省、1946年８月

地方・府県
の合計（１）
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